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Serial Dilations of Antibody
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	製品名: DCTN4マウスモノクローナル抗体
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	応用
	抗原情報
	背景
	ダイナクチン4は、ダイニンへの標的化と、ダイナクチンのACTR1A/Arp1サブユニットの尖端キャッピングという二重の役割を果たす可能性がある。ACTR1Aの尖端結合に関与する可能性があり、さらにダイニンとダイナクチンを皮質細胞骨格に結合させる役割も担っている可能性がある。ダイナクチン複合体は、小胞や細胞小器官などの輸送物を細胞質ダイニンに結合させ、逆行性微小管を介した輸送を行う。また、銅制御によるATP7B輸送にも関与している可能性がある。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	黒線: コントロール抗原 (100 ng); 紫線: 抗原 (10 ng); 青線: 抗原 (50 ng); 赤線: 抗原 (100 ng);
	

	Raw264.7（1）およびNIH3T3（2）細胞溶解物に対するDCTN4マウスmAbを用いたウエスタンブロット解析。
	

	DCTN4マウスmAb（緑）を用いたHepG2細胞の免疫蛍光染色。青：DRAQ5蛍光DNA色素。
	

	DCTN4 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した HEK293 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	DAB 染色による DCTN4 マウス mAb を使用したパラフィン包埋ヒト子宮頸癌組織の免疫組織化学分析。
	

	DAB 染色による DCTN4 マウス mAb を使用したパラフィン包埋ヒト卵巣癌組織の免疫組織化学分析。

